




























The eﬀect of contact with the ex-partner through the SNS on the 










































































立ち直りにどのような影響を与えているのか、予測 1 ・ 2 に基づいて検討することを目的とす
る。その際、恋愛関係崩壊に伴う感情や対処行動にはジェンダー差が存在することが明らかに
































Rusbult， Martz， & Agnew（1998）のコミットメント尺度より、失恋相手をAさん
と呼び、過去の関係性について問う文言に修正しても違和感のなかった 5 項目（例：私
はAさんとの関係に満足していた、Aさんとの関係は私をとても幸せにしてくれた等）














でください」と尋ね、「 1 ．ほぼ毎日」、「 2 ． 1 週間に 2 ～ 3 回」、「 3 ． 1 週間に 1 回」、




と教示し、「 1 ．Facebook」、「 2 ．LINE」、「 3 ．Skype」、「 4 ．mixi」、「 5 ．Twitter」、








はい」、「 2 ．いいえ」の 2 件法で回答を求めた。
　②失恋相手とSNSを介して会話する頻度
「現在、Aさんとどれぐらいの頻度でSNS上での会話をしますか」と尋ね、「 1 ．ほぼ
毎日」、「 2 ． 1 週間に 2 ～ 3 回」、「 3 ． 1 週間に 1 回」、「 4 ． 2 週間に 1 回」、「 5 ． 1 ヶ






















































































































8.傷つき 9.未練 10.敵意 11.希望
平均 SD 平均 SD
1.交際期間 16,69 21.77 21.70 34.87 .163＊  .111 －.111 .037 .052 .004 .056 .016 －.117 .090
2.関係満足度 3.18 0.80 3.27 0.82 .166＊  .016  .077 －.058 .073 .140 .253＊＊ .399＊＊＊ －.175＊ .302＊＊＊
3. 失恋前共通友人 237 1.51 2.02 1.42 .193＊ .025 －.053 .019 .019 .034 －.060 .039 .011 .148
4.SNS利用 5.65 0.70 5.84 0.48 －.008 .060 － .175＊ .121 －.065 .042 .027 .080 －.041 .157
5.SNS友人数 92.10 129.39 79.51 96.13 .177＊ .022 － .014 .171＊ －.009 －.007 －.001 －.094 .000 .064
6.SNS会話 0.69 1.81 0.58 1.55 .206＊ .045  .196＊ .035 .041  .339＊＊＊ .079 .110 －.090 － .002
7.SNS近況 0.25 0.43 0.25 0.44 .144 .029  .121 .027 .066 .467＊＊＊ －.019 .085 －.018 .001
8.傷つき 3.41 1.03 3.86 1.10 .027 .285＊＊＊ － .076 .080 .122 －.063 .029 .424＊＊＊ .069 .118
9.未練 2.75 0.94 2.80 0.95 .106 .170＊  .174＊ －.003 .125 .079 .162＊ .469＊＊＊ .220＊＊ .179＊
10.敵意 2.47 1.00 2.67 0.98 －.027 －.219＊＊  .232＊＊ －.073 －.003 －.133 －.026 .119 .478＊＊＊ .169＊








傷つきについては、男性では関係満足度（β= .286、 p < .01）が正の影響を与えていた
（R2=.082）。女性も同じく、関係満足度（β= .253、 p < .01）が正の影響を与えていた（R2=.064）。
　次に未練については、男性では関係満足度（β= .162、 p < .05）が正の影響を与え、失恋前
のパートナーとの共通友人の割合（β= 151、 p < .10）、 SNSを介して近況を知る機会（β= 
.139、 p < .10）も正の影響を与える傾向にあった（R2=.076）。女性では、関係満足度（β= 
.399、 p < .01）が正の影響を与えていた（R2=.159）。さらに、敵意については、男性では失恋
前のパートナーとの共通友人の割合（β= .269、 p < .01）が正の影響を与え、関係満足度（β
= －.221、 p < .01）とSNSを介して失恋相手と会話する頻度（β= －.222、 p < .05）が負の影
響を与えていた（R 2 =.134）。女性では、関係満足度（β= －.175、 p < .05）が負の影響を与
えていた（R2=.030）。最後に、希望については、男性では、失恋前のパートナーとの共通友
人の割合（β= .149、 p < .10）が正の影響を与える傾向にあった（R2=.022）。女性では関係満
足度（β= .289、 p < .01）、失恋前のパートナーとの共通友人の割合（β= .151、 p < .05）が正
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註
註 1
　WEB調査には偏りがあって匿名性が高く、信頼できるデータとは言えないというイメージが先行して
いる。一方で、実験者が同席することで、回答が望ましい方向に誘導される実験者効果が予測されるよう
な調査を実施する際には、有効な手段であることが指摘されている（太田・北折、2008）。本研究は、
SNSを介した失恋相手との接触を測定することを目的としており、日常的にSNSを利用している層を抽出
する必要があったこと、失恋というネガティブなライフイベントについて問う項目が多く、回答者が調査
者に特定されない高い匿名性が確保される必要があったこと、調査対象者を大学生から社会人に拡大する
必要があったことから、WEB調査を行なう事が望ましいと判断した。
註 2
　恋愛関係崩壊後の失恋相手との接触が恋愛関係崩壊からの立ち直りに影響を与えることを検討するうえ
で、失恋相手との共通の友人の存在が欠かせない。そのため、自分自身の意思で対人関係を容易に変化さ
せやすい学生ではなく、社会人からデータを集めるよう努めた。ただし、統計処理をするうえで、恋愛関
係崩壊後に失恋相手と会話している者は45人、失恋相手の近況を目にする機会がある者は77人と少なく、
男女別に検討することを考慮すると、データを社会人のみに限定することができなかった。
註 3
　男性の方が女性よりも恋愛関係崩壊からの立ち直りが困難な恋愛について回答した可能性がないか確認
するために、関係の進展度や別れの主導権などにジェンダー差が認められないか確認を行なった。性別×
関係の進展度（恋愛関係が崩壊した相手との結婚意図の有無）のクロス表を作成し、χ2検定を行なった
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ところ、男性と女性で偏りは認められなかった（χ（ 1 ）=0.33、n.s.）。また、性別×別れの主導権（自分/
相手/どちらでもない）のクロス表を作成し、χ2検定を行なったところ、男性と女性で偏りが認められた
（χ（ 2 ）=6.07、p<.05）。調整済み標準化された残差を求め、残差分析を行なったところ、自分や相手と
回答した者には男女で偏りが認められず、「どちらでもない」と回答した者が全部で113名であったが、女
性（67名）が男性（46名）より多いという結果のみが得られた。これらの結果より、男性の方が女性より
も立ち直りが困難な恋愛について回答した可能性については低いと判断した。
